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（1）

①

事業名称 担当課
事業年

度
２１年度実績 ２０年度実績 １９年度実績 １8年度実績 １７年度実績

こども
福祉

Ｈ17～
21

延べ５，４３６件の助成を行った。 延べ ２，９１５件の助成を行った。 延べ １，０１９件の助成を行った。 延べ ９６８件の助成を行った。 延べ ９９６件の助成を行った。

こども
福祉

Ｈ17～
21

実人員８６人（延べ９８人） 実人員９０人（延べ９９人） 実人員１０８人（延べ１２０件） 実人員７１人（延べ７３件） 実人員 ４８人（延べ５４件）

こども
福祉

Ｈ17～
21

事業終了 実人員 １１人（延べ３５件） 実人員 １４人（延べ６７件） 実人員 １２人（延べ６６件） 実人員 １７人（延べ９０件）

こども
福祉

Ｈ17～
21

実人員 ６９人 （延べ１２０人） １
２．２％ 妊娠届出数 ５６６人

実人員 １０６人 （延べ１５９人）
１５．６％ 妊娠届出数 ５８２人

実人員 ７５人 （延べ１７０人） １
３．２％ 妊娠届出数 ５６７人

こども
福祉

Ｈ17～
21

実人員 ４２組（夫婦） １５．０％
初妊婦届出数 ２８０組

実人員 ４１組（夫婦） １５．４％
初妊婦届出数 ２６７組

実人員 ５２組（夫婦） １８．２％
初妊婦届出数 ２８５組

こども
福祉

Ｈ17～
21

実人員７人（延べ派遣時間３２４．５
時間）

実人員１１人（延べ派遣時間２６９
時間）

実人員１２人（延べ派遣時間５７５．
５時間）

実人員５人（延べ派遣時間１１０．５
時間）

実績無し

母子健康手帳発行数 ５６６人 妊
娠１１週までの早期交付 ４８０人
８４．８％ 目標達成

母子健康手帳発行数 ５８２人 妊
娠１１週までの早期交付 ５０４人
８６．６％ 目標達成

母子健康手帳発行数 ５６７人
妊娠１１週までの早期交付 ４５４
人 ８０．１％ 目標： １１週まで
の早期交付 ８０％

◎ 展開する事業群(1-1-1)

事業内容（細事業）

妊婦・周産
期の母子保
健事業の推
進

○母子健康手帳の交付
（☆）

こども
福祉

○妊婦健康診査（妊婦健
診費助成）

○不妊治療費助成事業

○パパママセミナー（マタ
ニティセミナー） 実人員 １４０人 （延べ２４８人）

２４．０％ 妊娠届出数 ５８３人○子育て講座プラスワンセ
ミナー

実人員 １６１人 （延べ３２２人）
２７．６％ 妊娠届出数 ５８４人

○母子栄養強化事業

母子健康手帳発行数 ５８４人 妊
娠１１週までの早期交付 ５０８人
８７．０％ 目標達成

Ｈ17～
21

母子健康手帳発行数 ５８３人 妊
娠１１週までの早期交付 ５２３人
８９．７％ 目標達成

受診率 ９７．９％ 受診者 ５６６
人 対象者 ５７８人 目標： 受
診率１００％ 未受診者の全数訪
問

受診率 ９７．１％ 受診者 ５７３
人 対象者 ５９０人
目標： 受診率１００％ 未受診者
の全数訪問

○産後ホームヘルパー派
遣事業

乳幼児期の
健診事業の
推進

○３か月児健康診査（☆）
こども
福祉

○３歳６か月児健康診査
（☆）

こども
福祉

受診率 ８８．８％ 受診者 ５６５
人 対象者 ６３６人
目標： 受診率９０％以上

受診率 ９４．８％ 受診者 ５８１
人 対象者 ６１３人
目標： 受診率 ９５％

受診率 ９９．０％ 受診者 ５８０
人 対象者 ５８６人
目標： 受診率１００％ 未受診者
の全数訪問

○1歳６か月児健康診査
（☆）

こども
福祉

Ｈ17～
21

受診率 ９４．２％ 受診者 ５９９
人 対象者 ６３６人
目標： 受診率 ９４．２％

受診率 ９３．７％ 受診者 ５６４
人 対象者 ６０２人
目標： 受診率 ９５％

受診率 ９３．８％ 受診者 ５７４
人 対象者 ６１２人
目標： 受診率 ９５％

受診率 ９３．２％ 受診者 ５７２
人 対象者 ６１４人
目標： 受診率 ９５％

Ｈ17～
21

受診率 ９９．１％ 受診者 ５７０
人 対象者 ５７５人 目標： 受
診率１００％ 未受診者の全数訪
問

受診率 ８３．８％ 受診者 ５３２
人 対象者 ６３５人
目標： 受診率９０％以上

受診率 ８６．７％ 受診者 ５６０
人 対象者 ６４６人
目標： 受診率９０％以上

受診率 ８5．7％ 受診者 ５67
人 対象者 662人
目標： 受診率９０％以上

基本目標 子どもを育てる喜びが実感できる環境づくり

基本施策分野

施策目標

母子の健やかな心と身体の育成支援

受診率 ９７．７％ 受診者 ５５８
人 対象者 ５７１人 目標： 受
診率１００％ 未受診者の全数訪
問

Ｈ17～
21

受診率 ８６．５％ 受診者 ５７８
人 対象者 ６６８人
目標： 受診率９０％以上

母と子の健康づくり支援



こども
福祉

Ｈ17～
21

来所率 ９６．１％ 来所者 ５９０
人 対象者 ６１４人

来所率 ９３．６％ 来所者 ５６７
人 対象者 ６０６人

来所率 ９０．８％ 来所者 ５４０
人 対象者 ５９５人

来所率 ９２．５％ 来所者 ５４３
人 対象者 ５８７人

来所率 ９０．７％ 来所者 ５４９
人 対象者 ６０５人

こども
福祉

Ｈ17～
21

来所率 ８７．４％ 来所者 ５４１
人 対象者 ６１９人

来所率 ８２．９％ 来所者 ５８２
人 対象者 ７０２人

来所率 ９０．３％ 来所者 ５３７
人 対象者 ５９５人

来所率 ８３．６％ 来所者 ５１９
人 対象者 ６２１人

来所率 ８６．２％ 来所者 ５４４
人 対象者 ６３１人

こども
福祉

Ｈ17～
21

参加者 １０１２人 （乳幼児１０１２
人 妊婦０人）

参加者 １００９人 （乳幼児１００９
人 妊婦０人）

参加者 １２０４人 （乳幼児１２０３
人 妊婦１人）

参加者 １００５人 （乳幼児９８４人
妊婦２１人）

参加者 ８５２人 （乳幼児８４１人
妊婦１１人）

こども
福祉

Ｈ17～
21

２８８人 ３２１人 ２４３人 ２43人 ２６０人

こども
福祉

Ｈ17～
21

延べ１５人 延べ６０人 延べ１２４人 延べ７２人 延べ４１４人

こども
福祉

Ｈ17～
21

延べ２９人 延べ５１人 延べ５２人 延べ６８人 延べ５９人

健康
介護

Ｈ18～
21

受診者：236人、受診率：25.4％
（対象者数：927人）

受診者：360人、受診率：28.7％
（対象者数：1,254人）

受診者：２６３人、受診率：２６．５％
（対象者数：９９２人）

受診者：２５１人、受診率：２６．０％
（対象者数：９６７人）

平成１８年度から実施予定

こども
福祉

Ｈ18～
21

受診者数 ２０２人 21年度実施予定 21年度実施予定 未実施（検討中） 平成１８年度から実施予定

発達相談 延べ １１７人 発達相談 延べ １０７人 発達相談 延べ ８７人

○転入時アンケート

乳幼児期の
訪問指導の
推進

○妊産婦訪問･新生児訪
問

①保健師による訪問
（☆）

②育児支援助産師家庭
訪問（★）

こども
福祉

乳幼児期の
相談事業の
推進

○１０か月児発達相談

○２歳児発達相談

○妊婦･乳幼児相談・赤
ちゃんサロン

○発達相談
①発達相談（来所）（☆）
②育児支援家庭訪問発

達相談（★）

訪問 ９５．６％ ２５８人 第１
子２７０人
目標： 第１子を全数訪問

○乳幼児訪問

○障害のある児の訪問

全数訪問 ７９．７％ ４５１人
育児支援家庭訪問事業 延べ４
３６件

Ｈ17～
21

全数訪問７８．６ ％ ４５５人
育児支援家庭訪問事業 延べ
件

訪問 85．8％ ２１2人 第１
子182人 育児支援家庭訪
問事業 延べ416件

訪問 ９９．２％ ２６１人 第１
子２６３人
目標： 第１子を全数訪問

健康
衛生

Ｈ21～

（子宮がん検診）
クーポン券配布人数 2,173名
受診者数 627名
受診率 ２８．９％

（乳がん検診）
クーポン券配布人数 2,310名
受診者数 693名
受診率 ３０．０％

○子育て期の健康診査
（貧血・高脂血症等）（★）

○妊婦歯科検診（★）

○女性特有のがん検診推
進事業
平成２１年６月３０日時点で
京田辺市に住民票のある
特定の年齢の女性におい
て、子宮がん検診及び乳
がん検診の無料クーポン
券を配布
★対象年齢
（子宮がん検診）
２０・２５・３０・３５・４０歳
（乳がん検診）
４０・４５・５０・５５・６０歳

成人期～更
年期の健康
づくりの推
進

発達相談 延べ ８９人
こども
福祉

Ｈ17～
21

発達相談 延べ ８２人



こども
福祉

Ｈ17～
21

配付数 １２９７冊 配付数 ８００冊 配付数 ７００冊 配付数 ７７８冊 配付数 １，１２０冊

こども
福祉

Ｈ17～
21

母子健診システム、予防接種シス
テム導入

母子健診システム、予防接種シス
テムともデータ移行後導入

母子健診システム、予防接種シス
テムとも平成１９年度改正予定

母子健診システム、予防接種シス
テムとも平成１９年度改正予定

母子健診システム、予防接種シス
テムとも平成１９年度改正予定

「感染症発生動向調査 京都府週
報」により、週ごとの感染症情報を
収集

（感染症発生動向調査 京都府週
報）により、週ごとの感染症情報を
収集

（感染症発生動向調査 京都府週
報）により、週ごとの感染症情報を
収集

ポリオ ７５．７％、麻しん １０３．
１％、風しん １４８．８％、三種混
合 １０３．５％ 二種混合(Ⅱ
期） ６７．７％、日本脳炎 １６．
８％ ・健康介護課は、高齢者イ
ンフルエンザ予防接種事業を実
施。接種率５１．１％ 対象者数（
９，２５９人 ） 目
標：麻しんの早期接種率８０％、風
しんの接種率８０％

○予防接種事業（☆）
こども
福祉

Ｈ17～
21

ポリオ ９３．６％、MRⅠ期９１．
２％、MRⅡ期９５．０％
三種混合９８．２％、二種混合(Ⅱ
期)８０．４％
日本脳炎６．７８％

新型インフルエンザ対策研修会に
出席。動物由来感染症啓発ポス
ターを庁内に掲示。結核予防啓発
ポスターの掲示。ＨＩＶ検査週間及
びエイズ月間啓発ポスターを庁内
に掲示。ハンセン病に係るリーフ
レットを窓口に設置。

新型インフルエンザ対策研修会に
出席。動物由来感染症啓発ポス
ターを庁内に掲示。ノロウイルスに
関するQ＆Ａをときわ苑等に配付。
ＨＩＶ検査週間及びエイズ月間啓
発ポスターを庁内に掲示。

ポリオ ９１．０％、MRⅠ期１０３．
２％、MRⅡ期９１．３％
三種混合９１．７％、二種混合(Ⅱ
期)８０．５％
日本脳炎１．２％ 高齢者インフ
ルエンザ予防接種事業：接種率５
１．２％（対象者数：１１，１０２人）

ポリオ ９４．８％、MRⅠ期８８．
８％、MRⅡ期６６．９％
三種混合１０４．３％、二種混合(Ⅱ
期)８５．３％
日本脳炎０．２％ 高齢者インフ
ルエンザ予防接種事業：接種率４
９．０％（対象者数：１０，３７６人）

ＢＣＧ予防接種率 １０３．６％ ＊
ＢＣＧ予防接種が３ヶ月児健診と
同日実施となる。健康介護課は、
６５歳以上を対象としている。
目標： 乳児のＢＣＧ予防接種率９
５％

○結核予防事業（☆）
こども
福祉

Ｈ17～
21

ＢＣＧ予防接種率 ９９．５％ ＊Ｂ
ＣＧ予防接種が３ヶ月児健診と同
日実施。健康介護課は、６５歳以
上を対象としている。実施数
目標： 乳児のＢＣＧ予防接種率９
５％

ＢＣＧ予防接種率 ９９．０％ ＊Ｂ
ＣＧ予防接種が３ヶ月児健診と同
日実施。健康介護課は、６５歳以
上を対象としている。実施数
目標： 乳児のＢＣＧ予防接種率９
５％

ＢＣＧ予防接種率 ９３．２％ ＊Ｂ
ＣＧ予防接種が３ヶ月児健診と同
日実施となる。健康介護課は、６５
歳以上を対象としている。実施数
目標： 乳児のＢＣＧ予防接種率９
５％

（新型インフルエンザ、ノロウイルス
等）に関する研修会、連絡会議等
に出席。 （新型インフルエンザ）
に関する予防啓発を市のホーム
ページに掲載。 （エイズ月間、ミ
ドリガメ等は虫類を原因とするサル
モネラ症発生事例に係る注意喚
起）に関するパンフレットを窓口に
設置。 （ハンセン病療養所入所
者等に関する補償金支給制度）周
知のため市広報誌掲載。 （エイ
ズ）に関する予防啓発パンフレット
を成人式で配付 ６００部

○感染症予防対策事業
健康
介護

健康情報シ
ステムの充
実

○「健康手帳」の配布

○母子健康管理システム
の充実

○感染症サーベーランス
事業

Ｈ17～
21

新型インフルエンザに関する会
議等に出席。また、低所得者を対
象とした新型インフルエンザ予防
接種費の助成を実施した。随時、
予防啓発及び予防接種の情報を
市のホームページ・広報・チラシに
掲載した。

HIV検査週間及びエイズ月間啓
発ポスタ－を庁舎に掲示。また、
予防啓発パンフレットを成人式で
配付（５００部）

ハンセン病に係るリ－フレットを
窓口に設置。

健康
介護

Ｈ17～
21

「感染症発生動向調査 京都府週
報」により、週ごとの感染症情報を
収集

「感染症発生動向調査 京都府週
報」により、週ごとの感染症情報を
収集

ポリオ ９９．３％、MRⅠ期９２．
１％、MRⅡ期９８．１％
三種混合１０２．１％、二種混合(Ⅱ
期)９０．１％
日本脳炎２．８％ 高齢者インフ
ルエンザ予防接種事業：接種率５
６．８％（対象者数：１１，４５６人）

ＢＣＧ予防接種率 ９８．８％ ＊Ｂ
ＣＧ予防接種が３ヶ月児健診と同
日実施。健康介護課は、６５歳以
上を対象としている。実施数
目標： 乳児のＢＣＧ予防接種率９
５％

新型インフルエンザに関する研修
会、連絡会議等に出席。 新型イ
ンフルエンザに関する予防啓発を
市のホームページに掲載。 HIV
検査週間及びエイズ月間啓発ポ
スタ－を庁舎に掲示。ハンセン病
に係るリ－フレットを窓口に設置。



こども
福祉

Ｈ17～
21

（再掲1-（3）-②） （再掲1-（3）-②） （再掲1-（3）-②） （再掲1-（3）-②） （再掲1-（3）-②）

○予防接種事業
（新型インフルエンザワク
チン接種助成事業）
平成２１年１０月から、低所
得者に対する費用負担を
軽減する目的で新型イン
フルエンザワクチン予防接
種の全額を助成した。
（対象者）
・市民税非課税世帯
・生活保護世帯
・中国残留邦人等支援給
付金受給世帯

健康
衛生

Ｈ21～

助成事業による

１回接種者 ４４５人
２回接種者 ２９人

母子保健事
業の拠点整
備

○保健センター運営の充
実

こども
福祉

健康
介護

Ｈ17～
21

施設利用率（平日） 68.9％
（土日祝）61.2％

事業未実施日３３日／年

１６年度末の保健センター増築以
降、乳幼児から高齢者を対象とし
た各種保健事業の同日及び拡大
実施をしている。

１６年度末に保健センターの増築
を行い、乳幼児から高齢者を対象
とした各種保健事業及び検診相
談事業の同日実施や拡大実施を
することが出来た。

施設利用率（平日） 91.8％
（土日祝）70.2％

未実施
こども
福祉

Ｈ17～
21

未実施 平成１８年度のみ未実施
研修会 １回実施（養護教員を講
師に研修会）

４回（6/13・9/29・12/5・2/23）実施
参加者総数84名

（再掲1-（2）-①） （再掲1-（2）-①）（再掲1-（2）-①）

（再掲1-（3）-①）（再掲1-（3）-①） （再掲1-（3）-①） （再掲1-（3）-①）（再掲1-（3）-①）

Ｈ17～
21

妊娠後期から新生児早期までの期間、母体・胎児・新生児を総合的に管理して母と子の健康を守る医療をいう。

（再掲1-（2）-①）

Ｈ17～
21

未実施

◎ 周産期医療

子育てセミ
ナーの開催

○妊娠期子育てセミナー
の開催
（再掲1-（2）-①）

こども
福祉

○母子保健連絡会の開催

リフレッシュ
のための事
業促進

○一時保育事業の実施
（再掲1-（3）-②）

○ファミリー・サポート・セン
ター事業の推進
（再掲1-（3）-①）

こども
福祉

母子保健事
業推進体制
の整備



1

（1）

②

事業名称 担当課
事業年

度
２１年度実績 ２０年度実績 １９年度実績 １8年度実績 １７年度実績

保育所にお
ける児童の
健康づくり

○保育所における検診等
の実施

・内科、歯科検診
・尿・ぎょう虫検査
・視力測定

こども
福祉

○歯みがき教室等の保健
指導の実施

・歯科衛生士による歯み
がき教室

・保育所職員に対する保
健研修

こども
福祉

○食中毒等予防の推進
（職員の検便、フードスタ
ンプ）

こども
福祉

・内科、歯科検診 各２回／年
・尿、ぎょう虫卵検査 各１回／年

・内科、歯科検診 各２回／年
・尿、ぎょう虫卵検査 各１回／年

◎ 展開する事業群(1-1-2)

事業内容（細事業）

Ｈ17～
21

・内科、歯科検診 各２回／年
・尿、ぎょう虫卵検査 各１回／年

・内科、歯科検診 各２回／年
・尿、ぎょう虫卵検査 各１回／年

Ｈ17～
21

職員の検便：月１回全職員

歯みがき教室 ３回／年
保健研修 ４回／年
手洗い教室 ７回／年

歯みがき教室 ３回／年
保健研修 ４回／年
手洗い教室 ７回／年

職員の検便：月１回全職員

Ｈ17～
21

○私立幼稚園健康診断事
業（市内私立幼稚園への
補助）

学校
教育

Ｈ17～
21

・内科、歯科検診 各２回／年
・尿、ぎょう虫卵検査 各１回／年

職員の検便：月１回全職員 職員の検便：月１回全職員 職員の検便：月１回全職員

歯みがき教室 ３回／年
保健研修 ３回／年

歯みがき教室 ３回／年
保健研修 ４回／年
手洗い教室 ７回／年
保健マニュアルの作成

Ｈ17～
21

定期健康診断（内科、歯科、眼
科、耳鼻科及び尿・ぎょう虫卵検
査）を１回実施。 歯磨き指導を
各園で行った。

市内２園の私立幼稚園に対して、
内科検診及び歯科検診を実施し
た補助として１名１種につき１，００
０円の補助を行った。

市内２園の私立幼稚園に対して、
内科検診及び歯科検診を実施し
た補助として１名１種につき１，００
０円の補助を行った。

私立幼稚園２園に対して、内科健
診及び歯科健診を実施した補助と
して１名１種について１，０００円の
補助を行った。

定期健康診断（内科、歯科、眼
科、耳鼻科検診及び尿・ぎょう虫
卵検査）を１回実施。歯みがき指
導を各園で実施。

定期健康診断（内科、歯科、眼
科、耳鼻科検診及び尿・ぎょう虫
卵検査）を１回実施。歯みがき指
導を各園で実施。

定期健康診断（内科、歯科、眼
科、耳鼻科検診及び尿・ぎょう虫
卵検査）を１回実施。歯みがき指
導を各園で実施。

歯みがき教室 ４回／年
保健研修 ４回／年

施策目標

基本目標

市内２園の私立幼稚園に対して、
内科検診及び歯科検診を実施し
た補助として１名１種につき１，００
０円の補助を行った。

定期健康診断（内科、歯科、眼
科、耳鼻科検診及び尿・ぎょう虫
卵検査）を１回実施。歯みがき指
導を各園で実施。

市内２園の私立幼稚園に対して、
内科検診及び歯科検診を実施し
た補助として１名１種につき１，００
０円の補助を行った。

幼稚園にお
ける児童の
健康づくり

○市立幼稚園健康管理事
業

・定期健康診断の実施
・歯みがき指導

学校
教育

基本施策分野
保育所、幼稚園、小・中学校における健やかな身
体の育成支援

母と子の健康づくり支援

子どもを育てる喜びが実感できる環境づくり



○健康教育の推進
・エイズに関する指導を

含む性教育の推進
・喫煙、薬物乱用の防止

等、健康に関する課題へ
の対応

定期健康診断（内科、歯科、眼
科、耳鼻科、結核、心臓検診及び
尿・ぎょう虫卵検査）を１回実施。

各学校で学習指導要領に沿い、
指導計画に基づいて指導した。
エイズ教育（小６、中学校）、性教
育（小・中学校全学年）、喫煙、薬
物乱用の防止等（小６、中学校）

保護者の参加率 ４１．８％ 骨
粗しょう症を知る児童の割合 ７
１％ 目標：保護者参加率
50％、児童の骨粗しょう症を知る
割合95％(この目標は達成 ｱﾝｹ-
ﾄより）

保護者の参加率 １２．４％ 骨
粗しょう症を知る児童の割合 ７
５％ 目標：保護者参
加率50％、児童の骨粗しょう症を
知る割合95％

定期健康診断（内科、歯科、眼
科、耳鼻科及び尿・ぎょう虫卵検
査）を１回実施。 歯磨き指導を
各園で行った。

小中学校に
おける児童
生徒の健康
づくり

○小中学校健康管理事業
（定期健康診断の実施）

学校
教育

Ｈ17～
21

定期健康診断（内科、歯科、眼
科、耳鼻科、結核、心臓検診及び
尿・ぎょう虫卵検査）を１回実施。

定期健康診断（内科、歯科、眼
科、耳鼻科、結核、心臓検診及び
尿・ぎょう虫卵検査）を１回実施。

定期健康診断（内科、歯科、眼
科、耳鼻科、結核、心臓検診及び
尿・ぎょう虫卵検査）を１回実施。

各学校で学習指導要領に沿い指
導計画に基づき指導を行った。エ
イズ指導１回、性教育３～４回。喫
煙・薬物乱用の防止等、健康に関
することについては、小学５・６年
～中学３年までの授業で１回以上
行った。

こども
福祉

Ｈ17～
21

学校
教育

Ｈ17～
21

各学校で学習指導要領に沿い、
指導計画に基づいて指導した。
エイズ教育（小６、中学校）、性教
育（小・中学校全学年）、喫煙、薬
物乱用の防止等（小６、中学校）

事業終了

保護者の参加率 ２５％ 骨粗
しょう症を知る児童の割合 ７０．
８％ 目標：保護者参
加率50％、児童の骨粗しょう症を
知る割合95％

○「未来君」の食生活支援
事業（６年生に調理実習）
（☆）

健康
介護

Ｈ17～
21

普賢寺小学校 ５年 ９名
三山木小学校 ６年 ３２名

普賢寺小学校２学年（５．６年）３２
名

保護者 ３名
計 ３５名

薪小学校 ２クラス（６年） ６１名
、普賢寺小学校 ２学年（５年・６
年） ２９名 保護者１０名 延べ１０
０名 目標： 年２校

各学校で学習指導要領に沿い指
導計画に基づいて指導した。
エイズ年１回、性教育年３～４回
小学５、６年から中学３年までの授
業で実施 年１回以上

各学校で学習指導要領に沿い、
指導計画に基づいて指導した。
エイズ教育（小６、中学校）、性教
育（小・中学校全学年）、喫煙、薬
物乱用の防止等（小６、中学校）

学童期の健
康づくり訪
問指導の推
進

○小児生活習慣病予防事
業「親子骨貯金教室」（☆）

三山木小学校6年61名(2クラス）
草内 小学校6年69名(2クラス）

計 130名

事業終了



1

（1）

③

事業名称 担当課
事業年

度
２１年度実績 ２０年度実績 １９年度実績 １8年度実績 １７年度実績

こども
福祉

Ｈ17～
21

前期 ５７０人 後期 ５９０人 前期 ５５８人 後期 ５６７人 前期 ５６６人 後期 ５４０人 前期 ５７３人 後期 ５４３人 前期 ５８０人 後期 ５４９人

こども
福祉

Ｈ17～
21

実施数 ５９９人 実施数 ５８１人 実施数 ５６４人 実施数 ５７４人 実施数 ５７２人

こども
福祉

Ｈ17～
21

事業終了 事業終了 事業終了 ２園 ８７組 ２園 ６３組

こども
福祉

Ｈ17～
21

（再掲1-（1）-②） （再掲1-（1）-②） （再掲1-（1）-②） （再掲1-（1）-②） （再掲1-（1）-②）

◎ 展開する事業群(1-1-3)

事業内容（細事業）

栄養改善教
育事業

○パパママセミナー(栄
養・調理編）
（再掲1-（1）-①）

こども
福祉

母と子の健康づくり支援

○お弁当教室

基本施策分野

施策目標

基本目標

食育の推進

（再掲1-（1）-①） 参加者延べ４５
人

○離乳食教室（前期･後
期）

○幼児食の指導相談

○親子骨貯金教室
（再掲1-（1）-②）

○「未来君」の食生活支援
事業
（再掲1-（1）-②）

（再掲1-（1）-②）

○男性週末クッキング教
室

（再掲1-（1）-②） （再掲1-（1）-②）

子どもを育てる喜びが実感できる環境づくり

（再掲1-（1）-①） 参加者３９人

健康
介護課

Ｈ17～
21

申込者 １９人 参加者 全５回
延べ ８３人 年齢 ３１歳から
７６歳（平均５７．４歳）

三山木小学校6年61名(2クラス）
草内 小学校 6年69名(2クラス）

計 130名

健康
介護課

Ｈ17～
21

（再掲1-（1）-①） 参加者５５人
Ｈ17～

21
（再掲1-（1）-①） 参加者５５人

（再掲1-（1）-①） 参加者延べ４８
人

申込者 20人 参加者 全５回 延
べ 94人 年齢 ３９歳から７５
歳（平均６２．２歳）

事業終了
（社会教育課で男性も参加しやす
い男女を問わない調理実習を実
施。６５歳以上の男性は、介護予
防事業に位置づけ終了とする）

申込者 ２２人 参加者 全５回
延べ ８６人 年齢 ３１歳から７１
歳（平均６０歳）

（再掲1-（1）-②）

申込者 ２８人 参加者 全５回
延べ １２７人 年齢 ４８歳から８０
歳（平均６１．９歳）



◎ 食育

保育所、学
校における
食育の充実

○保育所給食等における
食育の指導の充実

こども
福祉

Ｈ17～
21

○学校給食等における食
育の指導の充実

学校
教育

Ｈ17～
21

学校栄養教諭３名による食に関す
る指導を各小学校巡回して行っ
た。各小学校２回／年 担任より教
科、特別指導、給食時において常
時指導を行った。

行事食の実施 展示食の実施
食と生活リズムのアンケート 給食
だよりの発行

行事食の実施・展示食の実施・給
食だよりの発行・食育活動（媒体
等の作成）

行事食の実施・展示食の実施・給
食だよりの発行・食と生活リズムの
アンケート実施・食育媒体の作成

行事食の実施・展示食の実施・給
食だよりの発行・食育活動（媒体
等の作成）・食と生活リズムのアン
ケートの実施

行事食の実施・展示食の実施・給
食だよりの発行・食育活動（媒体
等の作成）・食と生活リズムのアン
ケートの実施

学校栄養教諭３名による食に関す
る指導を各小学校巡回して行っ
た。各小学校２回／年 担任より教
科、特別指導、給食時において常
時指導を行った。

学校栄養職員３名による食に関す
る指導を各小学校巡回して行っ
た。各小学校２回／年 担任より教
科、特別指導、給食時において常
時指導を行った。

学校栄養教諭３名による食に関す
る指導を各小学校巡回して行っ
た。各小学校２回／年 担任より教
科、特別指導、給食時において常
時指導を行った。

食に関する教育をさすが、単に望ましい食習慣のための知識を身につけるだけでなく、食卓での一家団らんを通じて社会性を育んだり、わが国の食文化を理解したりすることも含む幅広い教育を含む。

学校栄養職員２名による食に関す
る指導を各小学校を巡回して行っ
た。年間２回。担任より教科、特別
活動、給食時において常時指導
を行った。



1

（1）

④

事業名称 担当課
事業年

度
２１年度実績 20年度実績 １９年度実績 １8年度実績 １７年度実績

◎ 展開する事業群(1-1-4)

養護教員を講師に招き研修会及
びグループワークを行った。１回

○性に関する啓発事業
（エイズパンフレット配布）

健康
介護

Ｈ17～
21

エイズに関する予防啓発パンフ
レットを成人式で配付５００部

エイズに関する予防啓発パンフ
レットを成人式で配付６００部

エイズに関する予防啓発パンフ
レットを成人式で配付６００部

思春期保健相談士認定研修会

思春期子育
てセミナー
の開催

○思春期子育てセミナー
（再掲1-（2）-①）

社会
教育

Ｈ17～
21

（再掲1-（1）-②）
各学校で学習指導要領に沿い、
指導計画に基づいて指導した。
エイズ教育（小６、中学校）、性教
育（小・中学校全学年）、喫煙、薬
物乱用の防止等（小６、中学校）

（再掲1-（1）-②）
各学校で学習指導要領に沿い、
指導計画に基づいて指導した。
エイズ教育（小６、中学校）、性教
育（小・中学校全学年）、喫煙、薬
物乱用の防止等（小６、中学校）

（再掲1-（1）-②）各学校で学習指
導要領に沿い指導計画に基づい
て指導した。エイズ年１回、性教育
年３～４回 小学５，６年から中学３
年までの授業で実施 年１回以
上

（再掲1-（1）-②）各学校で学習指
導要領に沿い指導計画に基づき
指導を行った。エイズ指導１回、性
教育３～４回。喫煙・薬物乱用の
防止等、健康に関することについ
ては、小学５・６年～中学３年まで
の授業で１回以上行った。

（再掲1-（1）-②）
各学校で学習指導要領に沿い、
指導計画に基づいて指導した。
エイズ教育（小６、中学校）、性教
育（小・中学校全学年）、喫煙、薬
物乱用の防止等（小６、中学校）

エイズに関する予防啓発パンフ
レットを成人式で配付。 ６００部

Ｈ17～
21

培良中学生が乳幼児相談に来所
し、子育て親子と交流。思春期保
健相談士認定研修会

（再掲1-（2）-①） 実施日：９月８日
場所：中央公民館
参加人数：４６人

（再掲1-（2）-①）

田辺中学生と子育てサークル親子
交流会実施
思春期保健相談士認定研修会

エイズに関する予防啓発パンフ
レットを成人式で配付５００部

未実施

（再掲1-（2）-①） （再掲1-（2）-①）
（再掲1-（2）-①） ３回実施 参加
者数 ６４人

○健康教育の推進
・エイズに関する指導を

含む性教育の推進
・喫煙、薬物乱用の防止

等、健康に関する課題
への対応

（再掲1-（1）-②）

学校
教育

Ｈ17～
21

基本施策分野

施策目標

基本目標 子どもを育てる喜びが実感できる環境づくり

思春期からの健康づくり支援

母と子の健康づくり支援

思春期～青
年期の健康
づくりの支
援

○思春期保健学習会（★）

事業内容（細事業）

こども
福祉

小中学校に
おける児童
生徒の健康
づくり



1

（1）

⑤

事業名称 担当課
事業年

度
２１年度実績 ２０年度実績 １９年度実績 １8年度実績 １７年度実績

◎ 展開する事業群(1-1-5)

年間６９日開設 受診者数 ８４３
人 ６歳以下 ４２１人、７歳～１５
歳 １１５人、１６歳以上 ３０７人 、
１日平均受診者 約１２人

事業内容（細事業）

○就学前児童の医療費に
係る一部負担金を助成
（再掲2-（1）-⑦）

こども
福祉

Ｈ17～
21

（再掲2-（1）-⑦） （再掲2-（1）-⑦） （再掲2-（1）-⑦） （再掲2-（1）-⑦）

年間７１日開設 受診者数 ７７６
人 6歳以下３７５人 ７歳～１５歳
以下１０４人 １６歳以上 ２９７人
1日平均受診者数１１人

関係機関と
の連携強化

○関係機関との連携強化
（京都府保健医療計画に
おける医療体制等の充実
要請等）

健康
介護

Ｈ17～
21

・病院群輪番制の利用 ０人、八
幡市休日応急診療所の利用 ６人
・府事業として、小児救急電話相
談事業、小児救急医療体制（山城
北保健所管内は、宇治徳洲会病
院・第二岡本病院・田辺中央病
院）で輪番体制がとられ、その周
知をはかった。
・府の救急医療情報システムの活
用

病院群輪番制の利用 ０人、八幡
市休日応急診療所の利用 １３人
・府事業として、平成１７年１月よ
り、小児救急電話相談事業、平成
１７年１０月より、小児救急医療体
制（山城北保健所管内は、宇治徳
洲会病院・第二岡本病院・田辺中
央病院）で輪番体制がとられた。
その他 府の救急医療情報システ
ムの活用をしていく。

○地域医療体制の充実
（病院群輪番制・八幡市休
日応急診療所）

健康
介護

Ｈ17～
21

・病院群輪番制の利用 ２人、八
幡市休日応急診療所の利用 ２２
人
・府事業として、小児救急電話相
談事業、小児救急医療体制（山城
北保健所管内は、宇治徳洲会病
院・田辺中央病院）で輪番体制が
とられ、その周知をはかった。
・府の救急医療情報システムの活
用をした。

見直し後の平成２０年度から京都
府保健医療計画が実施され、地
域の保健医療を支える基盤整備、
患者本位の安心・安全な医療体
制の確立、および主な死因に着目
した切れ目ない保健医療サービス
の提供が計画の重点施策となって
いる。計画におけるに市町村の役
割について協力するとともに、計
画の充実について要望した。

京都府保健医療計画の見直しが
おこなわれ、平成２０～24年度まで
の5年間の計画が策定された。地
域の保健医療を支える基盤整備、
患者本位の安心・安全な医療体
制の確立、および主な死因に着目
した切れ目ない保健医療サービス
の提供が計画の重点施策となって
いる。計画におけるに市町村の役
割について協力するとともに、計
画の充実について要望した。

京都府保健医療計画について
は、５年ごとの見直しがされてお
り、次回は平成１９年度の予定。
休日・夜間・二次医療の整備を京
都府が計画していくことを課題と
し、市としては、近隣市町村と協力
し効果的な体制づくりを府と共同
実施していく。

京都府保健医療計画について
は、５年ごとの見直しがされてお
り、次回は平成１９年度の予定。
休日・夜間・二次医療の整備を京
都府が計画していくことを課題と
し、市としては、近隣市町村と協力
し効果的な体制づくりを府と共同
実施していく。

見直し後の平成２０年度から京都
府保健医療計画が実施され、地
域の保健医療を支える基盤整備、
患者本位の安心・安全な医療体
制の確立、および主な死因に着目
した切れ目ない保健医療サービス
の提供が計画の重点施策となって
いる。計画におけるに市町村の役
割について協力するとともに、計
画の充実について要望した。

病院群輪番制の利用 １人、八幡
市休日応急診療所の利用 １０人
・府事業として、平成１７年１月よ
り、小児救急電話相談事業、平成
１７年１０月より、小児救急医療体
制（山城北保健所管内は、宇治徳
洲会病院・第二岡本病院・田辺中
央病院）で輪番体制がとられた。
その他 府の救急医療情報システ
ムの活用をしていく。

・病院群輪番制の利用 ２人、八
幡市休日応急診療所の利用 ９人
・府事業として、小児救急電話相
談事業、小児救急医療体制（山城
北保健所管内は、宇治徳洲会病
院・田辺中央病院）で輪番体制が
とられ、その周知をはかった。
・府の救急医療情報システムの活
用をした。

年間７０日開設 受診者数 ８７６
人 6歳以下４２０人 ７歳～１５歳
以下１１４人 １６歳以上 ３４２人
1日平均受診者数１２人

年間７０日開設 受診者数 1,103
人 6歳以下４４０人 ７歳～１５歳
以下２８２人 １６歳以上 ３８１人
1日平均受診者数１５．７６人

施策目標

基本目標 子どもを育てる喜びが実感できる環境づくり

母と子の健康づくり支援

（再掲2-（1）-⑦）

年間７０日開設 受診者数 ７３８
人 6歳以下３４８人 ７歳～１５歳
以下１２６人 １６歳以上 ２６４人
1日平均受診者数１０．５人

医療体制等の充実基本施策分野

医療体制の
整備・充実

○休日応急診療所事業の
推進

乳幼児医療
費助成

健康
介護

Ｈ17～
21


